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研究成果の概要（和文）：乳歯列期における異なる裂型の唇顎口蓋裂間に存在する顎顔面形態の特徴を明らかに
するため、CBCT画像を用いて顎顔面領域における形態解析を行った。非症候性、先天性疾患及び全身疾患を伴わ
ない唇顎口蓋裂患児の中から、84名を選択し、両側性唇顎口蓋裂群、片側性唇顎裂群、片側性唇顎口蓋裂群、お
よび唇顎口蓋裂を伴わないControl群の４つの群に分類した。計測ソフトを用いて下顎骨体積の計測と顎顔面の
角度・線計測を行い、比較を行った。共分散分析の結果から、各群において下顎骨体積に有意差は認められなか
ったが、角度・線計測を行った5項目（SNA、ANB、SN-MP、Co-A、Go-Gn）に有意差を認めた。

研究成果の概要（英文）：To examine the relationship between mandibular volume and craniofacial 
morphology in patients with cleft lip and palate using cone beam computed tomography (CBCT) and to 
compare these findings with control (noncleft) patients during the deciduous dentition period.84 
patients were categorized into the unilateral cleft lip and alveolus (UCLA) group, unilateral cleft 
lip and palate (UCLP) group, bilateral cleft lip and palate (BCLP) group, and control group without 
cleft. Mandibular volume and craniofacial cephalometric measurements were obtained using CBCT. All 
measurements were assessed by analysis of covariance (ANCOVA) using Bonferroni post hoc pairwise 
comparison tests. ANCOVA revealed no statistically significant differences in mandibular volume 
among the groups. However, some craniofacial cephalometric measurements were found to be statistical
 significant differences between the groups. 

研究分野： 唇顎口蓋裂

キーワード： 唇顎口蓋裂　CBCT　遺伝子解析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでに、セファログラムやcone beam computed tomography (CBCT)を用いて、唇顎口蓋裂における顎顔面形
態の特徴を報告した研究は多く認めるが、様々な裂型に分類し、乳歯列期における唇顎口蓋裂の顎顔面形態を三
次元的に詳細に分析し、比較した報告はなかった。乳歯列期という早期の段階に、詳細に顎顔面形態を分析し、
裂型による特徴を把握することは、治療が長期化しやすい唇顎口蓋裂に対する矯正歯科治療において、より効率
的な治療を患者に提供するための一助となり、学術的にも社会的にもその意義が高いと考えられる成果を挙げる
ことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 唇顎口蓋裂は裂型（両側唇顎口蓋裂、両側唇顎裂、片側唇顎口蓋裂、片側唇顎裂、口唇裂、お
よび口蓋裂等）により、その表現型、裂幅や組織欠損量に違いを認め、同じ裂型であっても、そ
の程度は様々である。顎顔面形態は、咬合異常の原因として、大きく影響を及ぼす要因の一つで
ある。唇顎口蓋裂の顎顔面形態は、口蓋裂の閉鎖目的で出生後に行われる口蓋形成術に起因する
口蓋の瘢痕組織形成、すなわち環境的要因が顎顔面形態に大きく影響を及ぼしていることが広
く知られている。しかし、同一術者が同一の術式によって口蓋形成術を行っているにも関わらず、
同じ裂型においても、顎顔面形態や咬合異常の程度の違い、特に上顎骨や下顎骨形態の多様性
（骨の大きさや垂直的な位置の違い等）に遭遇する。個々の裂幅、組織欠損量の程度が異なるこ
とや遺伝的要因等が一因と考えられる。さらに現在では、口蓋形成術の術式の変換や改良が成さ
れ、以前と比較すると、術後の瘢痕組織形成量が、より少ない術式を用いて行われていることが
多い。単に口蓋形成術に起因した環境的要因のみでは、唇顎口蓋裂の顎顔面形態を特徴づけてい
る因子について説明することは有限であり、遺伝的要因の探求も必要不可欠な要素であると考
えられる。しかし、顎顔面形態と遺伝的要因との関連性に関しては、未だ十分な報告が成されて
いない。 
唇顎口蓋裂における顎顔面形態に関しては、これまでに、セファログラムや cone beam 

computed tomography (CBCT)画像を用いて、その特徴を報告した研究は多く認めるが、様々な裂
型に分類し、乳歯列期における唇顎口蓋裂の顎顔面形態を三次元的に詳細に分析し、比較した報
告は認められない。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、乳歯列期における唇顎口蓋裂を両側唇顎口蓋裂、片側唇顎口蓋裂、および片側唇
顎裂といった異なる裂型の唇顎口蓋裂間に存在する顎顔面形態の特徴および差異を明らかにす
るため、顎裂部骨移植術や矯正歯科治療を行う上で、必要と判断され、撮影された CBCT 画像を
用いて、顎顔面領域における詳細な形態解析を行うこととする。 
さらに、唇顎口蓋裂における顎顔面形態と遺伝的要因との関連性を明らかにするため、全エク

ソームシーケンスを用いて、裂型別の顎顔面形態の特徴に関与している遺伝子の探索を行うこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
 咬合異常の治療を目的として昭和大学歯科病院矯正歯科を受診した、非症候性唇顎口蓋裂患
児と先天性疾患や全身疾患を伴わない患児の中から、84 名（平均年齢 4.66±0.47 歳、男児 46
人、女児 38 人）を選択、対象者とし、さらに両側唇顎口蓋裂群、片側唇顎口蓋裂群、片側唇顎
裂群、および唇顎口蓋裂を伴わない Control 群の４つの群に分類する。CBCT 画像と計測ソフト
を用いて、下顎骨体積の計測と顎顔面の角度・線計測（計 9項目）を行い、下顎骨体積および顎
顔面形態の比較を行う。統計的検定には、共分散分析と Bonferroni 法を用いることとする。 
遺伝子解析に関しては、対象者から、唾液あるいは口腔粘膜を採取して、DNA の抽出を行い、

全エクソームシーケンスを行うこととする。 
 
４．研究成果 
 
CBCT 画像を用いた下顎骨体積の計測結果は、両側唇顎口蓋裂群：22,967.36±649.08 mm3、片

側唇顎口蓋裂群：23,593.96±706.89 mm3、片側唇顎裂群：24,507.04 6±512.18 mm3、および唇
顎口蓋裂を伴わない Control 群: 26,459.21±795.53 mm3であった。 
共分散分析の結果から、各群における下顎骨体積に有意差は認められなかったが、角度・線計

測を行った 5項目（SNA、ANB、SN-MP、Co-A、および Go-Gn）に有意差を認めた。さらに、Bonferroni
法を用いた多重比較検定の結果から、片側唇顎裂群と片側唇顎口蓋裂群間、片側唇顎口蓋裂群と
両側唇顎口蓋裂群間、片側唇顎裂群と両側唇顎口蓋裂群間、および両側唇顎口蓋裂群と Control
群間に、形態学的有意差を認めた。 
 
乳歯列期の唇顎口蓋裂における下顎骨体積及び顎顔面形態を測定した研究成果は、矯正歯科

分野の海外学術雑誌に掲載された。 
 
Three-dimensional evaluation of mandibular volume in patients with cleft lip and palate 
during the deciduous dentition period. 
Shrestha A, Takahashi M, Yamaguchi T, Adel M, Furuhata M, Hikita Y, Yoshida H, Nakawaki 



T, Maki K. 
Angle Orthod. 2020 Jan;90(1):85-91. doi: 10.2319/112618-831.1. 
 
一方で、当初研究計画として予定していた全エクソームシーケンスを用いた遺伝子解析は、新

型コロナウイルス感染症の蔓延もあり、計画が大幅に遅れてしまい、研究期間内に成果を挙げる
ことができなかった。 
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